
まちのわだい
　
5
月
1
日
（
月
）、
日
野
町
役
場
で
J
A
グ
リ
ー
ン
近
江

と
日
野
町
で
開
発
し
た
「
日
野
菜
漬
入
り
コ
ロ
ッ
ケ
」
の

試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
日
野
菜
レ
シ
ピ
は
和
え
物
や
炒
め
物
が
多

く
、
新
し
い
日
野
菜
レ
シ
ピ
を
考
案
で
き
な
い
か
と
昨
年

８
月
に
開
発
を
開
始
し
、
お
い
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
断

面
の
き
れ
い
さ
、
食
べ
や
す
さ
な
ど
、
３
回
の
試
作
の
な

か
で
さ
ま
ざ
ま
な
改
良
を
重
ね
な
が
ら
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
日
野
菜
漬
入
り
コ
ロ
ッ
ケ
」
は
日
野
菜
の
葉
の
塩
漬
け

と
豚
ミ
ン
チ
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
と
日
野
菜
の
葉
が
原

料
の
商
品
「
ま
ぜ
て
～
菜
」
を
使
っ
た
も
の
の
2
種
類
が

完
成
し
、
町
内
小
中
学
校
の
給
食
の
新
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

提
供
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
5
月
2
日
（
火
）
の
日
野
小
学
校
の
給
食
で
は
、「
ま
ぜ

て
～
菜
」
を
使
っ
た
「
日
野
菜
漬
入
り
コ
ロ
ッ
ケ
」
を
児

童
た
ち
が
笑
顔
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
5
月
15
日
（
月
）、
西
大
路
小
学
校
の
3
年
生
が
、
木き

田だ

製せ
い

茶ち
ゃ

・
滋
賀
県
東
近
江
農
業
農
村
振
興
事
務
所
・
J
A
グ

リ
ー
ン
近
江
・
地
域
の
方
の
協
力
を
得
て
、
町
の
特
産
品

で
あ
る
「
北
山
茶
」
の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
前
中
に
茶
摘
み
を
体
験
し
、
昼
食
に
「
生
茶
葉
の
天

ぷ
ら
」
や
「
ほ
う
じ
茶
の
炊
き
込
み
ご
飯
」
な
ど
の
お
茶

を
使
っ
た
料
理
を
試
食
し
、
午
後
に
は
製
茶
工
場
で
煎
茶

の
製
造
工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。
一
日
を
通
し
て
、
茶
摘

み
の
仕
方
や
製
造
工
程
で
ど
の
よ
う
に
茶
葉
が
変
化
し
て

い
く
か
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
児
童
に
学
習
の
感
想
を
た
ず
ね
る
と
「
茶
摘
み
が
一
番

心
に
残
り
ま
し
た
。
摘
む
と
き
に
プ
チ
ッ
て
音
が
し
て
楽

し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
5
月
27
日
（
土
）、
大
谷
公
園
野
球
場
の
改
修
完
了
を
記

念
し
て
、
お
披
露
目
と
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
機
運
醸
成
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
た
健
康
増
進
・
仲
間
づ
く
り
お
よ

び
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
大

谷
公
園
野
球
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
部
席
や
ト
イ
レ
の
改
築
、
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
な
ど
が

行
わ
れ
、
フ
ェ
ン
ス
の
内
側
に
ラ
バ
ー
を
貼
る
こ
と
に
よ

り
、
利
用
者
の
安
全
対
策
も
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新

た
な
盛
土
ス
タ
ン
ド
の
整
備
に
よ
り
観
覧
ス
ペ
ー
ス
も
充

実
し
ま
し
た
。

　
記
念
大
会
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
日
野
中
学
校
野
球

部
と
OO
B
と
の
交
流
試
合
が
行
わ
れ
「
き
れ
い
に
な
っ

て
、
こ
れ
か
ら
ま
た
試
合
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新
し
い
日
野
菜
レ
シ
ピ
を
開
発

「
日
野
菜
漬
入
り
コ
ロ
ッ
ケ
」

西
大
路
小
学
校
の
3
年
生

「
北き

た

山や
ま

茶ち
ゃ

」の
学
習

大
谷
公
園
野
球
場

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

記
念
大
会

今までにない
日野菜レシピ☆

北山茶は

日野が誇る

銘茶！

きれいになった
野球場での初試合！
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ひのっこひのっこだよりだより
町内の幼稚園や保育所・こども園、小・中 
学校での子どもたちの様子や特色ある 
取り組みの内容を紹介していきます。

教育目標教育目標　心豊かで心身ともにたくましい幼児の育成

教育目標教育目標　わくわく、にこにこ、のびのび遊ぶ必佐っ子の育成

日野幼稚園日野幼稚園

必佐幼稚園必佐幼稚園

◆問い合わせ先　子ども支援課　子ども支援担当　☎ 0748-52-6583

　今年度は、3歳児15名、4歳児35名、5歳児31名、計81名の子どもたちが園生活を楽しんでいます。14時から16時30分
までの預かり保育も実施し、25名の園児が異年齢児とともに家庭に近い環境で過ごしています。

　今年度は、3歳児22名、4歳児22名、5歳児19名、計63名が通園しています。14時から18時までの預かり保育も行っ
ています。『自分や友達の良さを認め、自信をもって行動できる子』をめざし、友達と一緒だからこそできることを大切に
しながら、主体的に遊び、元気に園生活が過ごせるよう取り組んでいます。

なんだろう やってみよう できた！

　子どもたちが“自ら感じる”“自ら考える”“自ら動き
出す”《子どもの主体性》を大切にし、毎日の保育を進
めています。自然（動植物）、人（友達、園の職員・地
域の大人など）、素材（園にある用具やもの）、さまざま
な活動場面（出来事）などの環境と子どもたちが出会う
ことで、意欲や思考力、友達と相談、協力する中で考え
察する力が育っています。

　子どもたちは好奇心いっぱい。興味
を持ったことに、じーっと見入ってい
きます。そこから、「これなに？」「図
鑑で調べてみよう！」「聞いてみよう！」
と知りたいと感じたことを確かめよう
とします。子どもたちは体験を通して
さまざまなことを学んでいます。

　5歳児春の遠足で、消防署へ行きました。
早着替えやポンプ車の放水を見せていただき、
消防士さんの格好良い姿に大興奮でした。

　５歳児は、自分たちの保育室や玄関など
を掃除しています。幼稚園のお兄さん・お
姉さんとして張り切る姿が見られています。

　小学校との交流として、５歳児
が小学校の図書室で本を貸しても
らう体験をしています。幼稚園と
は違う本の多さに大喜びでした。

　「いらっしゃいませ！」
のかけ声がとっても元
気な子どもたち。他ク
ラスの友達や先生がお
客さんとして来てくれ
ると、お店屋さんが盛
り上がります。

　４月に入園した３歳児も毎日元気に
過ごしています。友達のしていること
に、“自分もやってみようかな”とさ
まざまなことに興味をもっています。 「ダンゴムシさんいるかな」

　近所の神社や公園などへ散歩に出かけ
る機会を意識してつくっています。地域の
方に出会うと元気にあいさつしています。

　預かり保育では、３～５歳児
25名が一緒に過ごしています。
他児の様子からさまざまなこ
とを感じ、互いに異年齢児との
関わりを深める中で、自信を
持ったり優しい気持ちを育ん
だりする機会を得ています。

　地域の行事やさま
ざまな活動体験から
遊びや生活が豊かに
なっています。

さまざまな体験を通して
友達と一緒だと楽しいね
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